
毎月１回１日発行
発行　公益社団法人　全国防災協会

〠103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町2 - 8
（新小伝馬町ビル6 F）

電話 03（6661）9730　　FAX 03（6661）9733
発行責任者　水落雅彦　　　印刷所　（株）白　橋

平 成 29 年  3  月  1  日 防 災 （1）第 813 号

目　　　次

平成28年度「防災セミナー」を開催    公益社団法人全国防災協会… 2

平成28年度水防功労者国土交通大臣表彰について
    国土交通省水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室… 5

協会だより

理事会・顧問会議を開催しました     8
開催案内　平成29年度災害復旧実務講習会（ 5月11日～12日　砂防会館）    10

被害報告    11

平成28年度「防災セミナー」（東京都港区虎ノ門　発明会館ホール）



（2） 第 813 号 防 災 平 成 29 年  3  月  1  日

日 時：平成29年 2 月 6 日（月）  会場：東京都港区虎ノ門 2− 9
発明会館ホール

平成28年度 防災セミナーを開催

公益社団法人全国防災協会

　平成28年度「防止セミナー」は、平成29年 2 月 6
日（月）、発明会館ホール（東京都港区虎ノ門）にお
いて、（公社）全国防災協会の主催、（一財）北海道河
川財団、（一社）東北地域づくり協会を始めとする各
地方の地域づくり協会等 9団体の協賛及び国土交通
省、気象庁の後援により開催しました。
　本年度は、国土交通省の方々を始め、各都道府県
市町村の職員・賛助会員、協賛された各地域づくり
協会等の防災エキスパート、全国防災協会の災害復
旧技術専門家、その他、建設関係企業の方々等、約
240名にご参加頂き、水災害多発時代における命の
守り方を始め防災にかかわる最新情報について説明
され、最後までご熱心に聴講されていました。
　当日は、午前10時に開会され、はじめに当協会の
脇雅史会長より主催者挨拶があり、来賓としてご出
席いただいた、山田邦博国土交通省水管理・国土保
全局長よりご挨拶を賜りました。山田局長におかれ
ましては、ご多忙中にも関わらず、防災セミナーの

参加の皆様方に最新の防災行政を踏まえた挨拶を賜
わりましたこと、本紙をお借りして感謝申し上げま
す。誠にありがとうございました。
　本防災セミナーは、防災対策や災害復旧業務に携
わる国土交通省や地方公共団体及び建設関係企業・
団体の関係職員に対し、今後、発生が予測される首
都圏直下型地震や東南海地震、近年多発している甚
大な水災害等の大規模災害に備えた、防災体制等を
強化するための一環として、事前対策や発生時にお
ける危機管理等のあり方及びその後の復興 ･復旧計
画等について、高度な専門知識を有する学識経験者
や専門家、行政担当者等からアドバイスをいただく
ことを目的に毎年開催し、今年で34回目を迎えるも
のです。
　今年度は、一昨年の関東・東北豪雨、昨年8月以降
の一連の台風被害など、各地で大きな被害をもたら
す災害が頻発する現状を踏まえ、気象庁予報部予報
課気象防災推進室の高木予報官より、交通政策審議



平 成 29 年  3  月  1  日 防 災 （3）第 813 号

主催者挨拶（脇　雅史 会長） 来賓挨拶（山田　邦博 局長）

会提言を受けて気象庁が来年度出水期から提供開始
を予定している「新たなステージに対応した防災気
象情報の改善」内容について、①大雨警報等の数日
後の発表可能性（警報級の可能性）、②大雨警報等
の新たな色分け表示（危険度を色分けした時系列）、
③大雨警報等の発表時に危険度が高まっている場所
（メッシュ情報）など具体例を交えご説明頂きました。
　次に内閣府政策統括官（防災担当）付森本企画官
（調査・企画担当）には、平成28年台風10号災害を
踏まえた各市町村が避難勧告等の発令基準や伝達方
法を検討するに当たって、最低限考えておくべき事
項を示した「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作
成ガイドライン」の改定ポイントについて、説明し
て頂きました。
　休憩を挟み、特定非営利活動法人環境防災総合政
策研究機構　環境・防災研究所の松尾一郎副所長か
ら同じことが繰り返されている近年の水害対応の課
題と目指すべきこと、鬼怒川や小本川（岩手県）で
の被害に遭われた住民の避難行動等のアンケートを
もとに、自治体からの避難情報が住人の避難を促進
する情報であることが改めて判明したこと、空振り
を恐れず早めの避難を呼びかける重要性が指摘され
ました。また、平成21年台風 9号での兵庫県佐用町
水害での教訓として、水害から地域を守った久崎地
区自治会の行動について説明があり、命を守るタイ
ムライン作成の重要性について説明がありました。
　次に国土交通省水管理・国土保全局河川計画課河
川計画調整室中込室長より「近年の災害を踏まえた
河川行政の動向」について、①近年の異常降雨の状
況及び気候変動の影響、②河川行政の動向として、
「水災害分野に係わる気候変動適応策のあり方につ
いて」の答申概要、平成27年関東・東北豪雨を踏ま
えた「水防災意識社会再構築ビジョン」の取り組

み、昨年 8月の一連の台風被害を踏まえた「水防災
意識社会再構築ビジョンの県管理河川への拡大」及
び「中小河川等における水防災意識社会の再構築の
あり方」について取り組み状況の説明がありました。
　その後、神達岳志常総市長（茨城県）より「防災
先進都市を目指して」と題し、関東・東北豪雨災害
を教訓とした防災・減災の取り組みについて、被害
や避難状況及び見えてきた課題、議会及び行政での
検証を踏まえた提言内容や課題を踏まえた組織の改
正や、災害が起きた 9月10日を常総市防災の日に制
定したこと、タイムラインの策定や避難訓練の様子
等について説明があり、「絆と感謝」をテーマに復
興に向け取り組む決意が示されました。
　最後に、江東 5区（東京都墨田区、江東区、足立
区、葛飾区、江戸川区）大規模水害対策協議会幹事
である江戸川区危機管理室淺川賢次室長より「江東
5区大規模水害対策」について、江東 5区を襲った
水害や大規模水水害に対する危機意識などを踏まえ
た同協議会設置の背景、江東 5区は258万人にも及
ぶ膨大な浸水人口と 2週間以上にわたり浸水が継続
する等の浸水特性を踏まえた、大規模災害時に浸水
区域の全ての区民が非浸水区域に広域避難すること
を理想像とし、実現に向けた課題と当面の目標とし
て100万人の広域避難とビル等での垂直避難とし理
解促進に向けた区民とのコミュニケーションの促進
について説明がありました。さらに、大規模災害時
の対応として 3日前から 5区による共同検討の立ち
上げからタイムラインに基づく避難の呼びかけ等に
ついて、広域避難をより実践的に検討するための推
進協議会の立ち上げを検討していくことが紹介され
ました。
　ご協力を頂いた各講師の方々、また同セミナーを
受講された皆様方には、心よりお礼申し上げます。
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講　師　紹　介

気象庁 予報部 予報課 気象防災推進室
予報官　高　木　康　伸

新たなステージに対応した防災気象情報の改善

内閣府政策統括官（防災担当）付
企画官（調査・企画担当）　森　本　　　輝

避避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガ
イドラインについて

常総市長　神　達　岳　志

防災先進都市を目指して
～関東・東北豪雨災害を教訓とした防災・減災の取り組み～

江東 5区大規模水害対策協議会幹事
江戸川区危機管理室長　淺　川　賢　次

江東 5区の大規模水害対策について

特定非営利活動法人環境防災総合政策研究機構
環境・防災研究所 副所長　松　尾　一　郎

水害多発時代における命も守り方を伝える
～鬼怒川、小本川などの水害対応から学ぶ～

国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課
河川計画調整室長　中　込　　　淳

近年の災害を踏まえた河川行政の動向
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平成28年度水防功労者国土交通大臣表彰
について

国土交通省水管理・国土保全局河川環境課水防企画室

　この度、表彰を受けられた団体は、平成27年及び
平成28年の洪水に際し、水防活動や避難誘導、人命
救助により被害の軽減に多大な貢献をされました。
加えて、永年にわたり水防思想の普及に尽力されま
した。
　また、個人の受賞者は、永年にわたり洪水時の水
防活動に際して、悪条件の下、率先して陣頭指揮を
とられました。
　これらの功績は誠に顕著であり、他の模範となる
ものです。ここで改めて、受賞された方々にお祝い
を申し上げます。
　なお、水防団員として永年勤続され、退職された
方 （々全国で304名）に対する国土交通大臣報償も各
道府県より伝達されました。

　本年度の受賞者は次ページの通りです。

記念撮影

　平成28年度水防功労者国土交通省大臣表彰式が、
2月 7日に行われ、水防に関し著しい功績または永
年にわたり水防思想の普及に尽力された18団体並び
に永年にわたり水防活動に従事された個人14名の
方々が受賞されました。
　我が国は、地形、気象等の自然条件が厳しく、毎
年のように豪雨や台風による洪水が全国各地で発生
しています。特に昨年は相次ぐ台風の上陸により各
地で激甚な被害が発生したところです。
　国土交通省では、施設では防ぎきれない大洪水は
必ず発生するとの考えに立ち、社会全体で洪水に備
える「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づき、
ハードとソフトが一体となった取組を進めていま
す。引き続き、水害から国民の命と暮らしを守るた
め、総力を挙げて防災・減災対策に取り組んでまい
ります。
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１ ．水防功労者表彰受賞者
⑴　団　　体（１8団体）
〔洪水等に際し、被害の軽減に功労のあった団体〕
・大崎市消防団（宮城県）

平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動
・涌谷町消防団（宮城県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・古河市消防団（茨城県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・下妻市消防団（茨城県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・常総市消防団（茨城県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・神栖市消防団（茨城県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・八千代町消防団（茨城県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・境町消防団（茨城県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・鹿沼市消防団（栃木県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・日光市今市消防団（栃木県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・日光市藤原消防団（栃木県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・小山市消防団（栃木県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・野木町消防団（栃木県）
平成27年 9 月関東・東北豪雨における水防活動

・北見地区消防組合常呂消防団（北海道）
平成28年台風11号及び 9号における水防活動

・富良野広域連合南富良野消防団（北海道）
平成28年台風10号における水防活動

・久慈市消防団（岩手県）
平成28年台風10号における水防活動

・遠野市消防団（岩手県）
平成28年台風10号における水防活動

〔水防思想の普及〕
・岐阜市立三輪中学校（岐阜県）

⑵　個　　人（１4名）
〔永年功労者〕  （敬称略）
・林　　　一　幸（岐阜県）
　　 ［岐阜市日野水防団団長］

・末
すえ

　次
なみ

　重　夫（岐阜県）
　　 ［岐阜市長良西水防団団長］
・杉　山　一　男（岐阜県）
　　 ［岐阜市三里水防団団長］
・森　　　信　彦（岐阜県）
　　 ［岐阜市網代水防団団長］
・熊　沢　清　司（岐阜県）
　　 ［岐阜市佐波水防団団長］
・山　内　二　一（岐阜県） 
　　 ［羽島市水防団桑原分団分団長］
・河　田　晃　資（岐阜県）
　　 ［木曽川右岸地帯水防事務組合
　　　　　　　　上中屋水防団団長］
・荻　野　又一郎（静岡県）
　　 ［静岡市水防団副団長］
・北　牧　義　和（大阪府）
　　 ［淀川左岸水防事務組合水防団
　　　　　　　上牧野水防区分団長］
・渡　邊　政　文（大阪府）
　　 ［淀川左岸水防事務組合水防団
　　　　　　大正第 1防潮区分団長］
・佐々木　敬　三（大阪府）
　　 ［淀川右岸水防事務組合水防団
　　　　　　高槻第 3水防区分団長］
・平　田　房　夫（大阪府）
　　 ［淀川右岸水防事務組合水防団
　　　　　西淀川第15水防区分団長］
・鞠
きく

　谷
たに

　　　治（大阪府）
　　 ［大和川右岸水防事務組合水防団
　　　　　　　矢田水防分団副分団長］
・山　口　孝　喜（大阪府）
　　 ［大和川右岸水防事務組合水防団
　　　　　　　津守水防分団副分団長］

2 ．退職水防団員等報償受賞者道府県別内訳

道 府 県 名 受 賞 者 数

北 海 道 1
埼 玉 県 82
神 奈 川 県 2
岐 阜 県 58
静 岡 県 72
京 都 府 3
大 阪 府  86

合 計 30４
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表彰状の授与（石井啓一国土交通大臣より） 表彰式後に大臣と受賞者の方で記念撮影

防災セミナー（続き）

国土交通省関東地方整備局下館河川事務所がパネル展示

　平成27年 9 月関東・東北豪雨での鬼怒川堤防決壊、
溢水による甚大な被害を受け「水防災意識社会」の
再構築を目指して、国土交通省関東地方整備局、茨
城県、常総市など鬼怒川沿川 7市町が主体となり、

ハードとソフトが一体となった緊急的な治水対策
「鬼怒川緊急プロジェクト」を実施しています。防
災セミナーでは、関係のパネルを展示、活動の紹介
がなされていました。
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協会だより

平成28年度第 3回通常理事会開催

　平成28年度第 3回通常理事会が、平成29年 2 月17
日（金）12時30分から、千代田区平河町の砂防会館別
館 2階「特別会議室」で開催されました。

１ ．出 席 者
　脇 会長　　　小池 副会長　　加藤 副会長
　虫明 理事　　藤芳 理事　　　上総 理事
　松田 理事　　奥野 理事　　　秋本 理事
　菅原 理事　　日裏 理事　　　品川 監事

2 ．来　　賓
　国土交通省水管理 ･国土保全局防災課長

　黒川純一良 様

３ ．審議事項
　平成29年度事業計画について
　平成29年度収支予算について
　規程類の制定について
　顧問の委嘱について
　参与の委嘱について
　会員の入会について

　脇会長の開会挨拶の後、国土交通省水管理 ･国土
保全局防災課黒川純一良課長の来賓挨拶をいただ
き、議事録署名人選任、議案の説明・審議、報告等
が行われ、いずれの議案も原案どおり議決されまし
た。

黒川 防災課長あいさつ 左から虫明 理事、上総 理事、奥野 理事、
菅原 理事、品川 監事

脇 会長 左から日裏 理事、秋本 理事、松田 理事、
藤芳 理事、加藤 副会長、小池 副会長
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　平成28年度顧問会議が、平成29年 2 月17日（金）10
時30分から、千代田区平河町の砂防会館別館 2階「特
別会議室」で開催されました。

１ ．出 席 者
　脇 会長　　　加藤 副会長
　中村 顧問　　松本 顧問　　　山中 顧問
　細見 顧問　　安田 顧問　　　井田 顧問※

　縣 顧問　　　佐々木 顧問　　野田 顧問
※代理：関 真岡市建設部長

協会だより

平成28年度顧問会議開催

2 ．議　　題
　平成29年度事業計画について
　平成29年度収支予算について

左から佐々木 顧問、関 部長、細見 顧問、
松本 顧問、加藤 副会長

左から中村 顧問、山中 顧問、安田 顧問、
縣 顧問、野田 顧問
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平成28年　発生主要異常気象別被害報告 平成29年 2 月15日現在（単位：千円）


	目　次
	平成28年度「防災セミナー」を開催……公益社団法人全国防災協会
	平成28年度水防功労者国土交通大臣表彰について……国土交通省水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室
	防災セミナー（続き）　国土交通省関東地方整備局下館河川事務所がパネル展示

	協会だより
	平成28年度第3 回通常理事会開催
	平成28年度顧問会議開催
	開催案内　平成29年度災害復旧実務講習会（ 5 月11日～12日　砂防会館）

	被害報告



